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経済学研究第30巻第1号 215 (215) 

ライン西インド会社の難破

一一ー産業革命期ラインラント・ベスト

ファーレンの貿易構造に関するノート一一一

渡辺 尚

1814/15年のウィーン会議から 1848年の三月革命にいたる三月前期を，プ

ロイセン主導化のドイツ関税同盟の成立は前後に二分している。 1830年代半

ばまでの三月前期前半期は，西部ドイツ産業革命の進行過程において決定的

ともいえる重要性を持つ時期であった。

ウィーン会議においては，国境線の原状回復が原則として掲げられたにも

かかわらず，プロイセンは結果的にもっとも有効な形で，その領域拡大の布

石を打つことに成功した。いまや，ラインド流域全体がプロイセン領に組み

込まれたからである。当時すでに産業革命期を経過しつつあった工業的中心

地を支配下に収めたことは，ライヒ再建過程においてプロイセンが一貫して

主導権を握り続けることを可能にするもっとも重要な条件のーっとなった。

しかしライン工業の側からみれば， このような変革はナポレオン体制下で

ともかくも保証されてきた一定規模の内部市場の崩壊を意味し，この地域の

産業革命の進展に暗影を投げかけるものであった。フランス，ネーダーラン

トの関税線に囲擁され，プロイセンの東部からは事実上切断され， しかもイ

ギリス製品がライン下流域に氾濫するという苦境から脱出するためには，積

極的に海外市場に打って出るほかはないという戦略を工業家たちがとるにい

たったのも当然である。このような情勢下で、エノレノミーフェルトに設立された

のが，プロイセン王国における三番目の，そして株券を発行するものとして

は最初の株式会社，rライン西インド会社JRheinisch-WestindischeCompag-
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I巾(以下RWCと略す〉である;

RWCは1821年に設立され， 1832年に解散を決議し， 1843年に清算を終

結した。したがってその実質的活動期間は，わずか 12年弱にすぎなL、。とは

いえ，それは三月前期前半期とほぼ重なっているのであり， RWCの解散は

単にー企業の破綻にとどまらない構造的意味をもっているとみるべきであ

る。本稿は， RWCが定款で存続期聞を20年と定めていたにもかかわらず，

12年でその活動を停止せざるをえない状況に陥った原因を，当時形成されつ

つあったラインラント・ベストファーレン地域の貿易構造との関連で探って

みようとする一試論である。

RWCはエルパーフェルトの有力金融業者で市政にもたずさわったJohann

JakobAders(1768-182bの発起に負っている。 1816/17年の不況の後，か

れは 1818年3月27日付のハンブ会ルク『ドイチャー・ベオープアハター』紙

上で， ドイツ工業にとって海外市場開拓が喫緊の課題であることを訴えた。

当時すでにハンフeルクの C.C. BecherとP.C. Holzschueとが同様の構想

を持っており，これを機に三人の協力が始まった。そして 1821年2月13日

付『エルパーフェルダー・プロビンツイアル・ツァイトワング』紙上にアー

ダースの具体的な新会社設立案が掲載され，これは他紙にも転載されて当地

の商工業者に大きな反響を呼んだ。その結果早くも同年3月8日エルパーフ

ェノレトで引受人総会が聞かれ， 44人がこれに参加した。市長ブリューニング

の司会の下，当座組合ではなく常設会社を設立することが決議され，アーダ

ース以下5人の臨時取締役が定款作成に当ることになった。同年11月7日に

はプロイセン国王フリードリヒ・ビソレヘルム三世の認可がおり，アー夕、、ース

以下5人はそのまま取締役として選出され，ベッヒァーは総支配人に任命さ

れた。この間最初の支庖がハイティに設立され， 9月には会社取引分102，400，

委託取引分34，700，計137，100Tlr.の商品がハンフツレク籍船トリトン号に

よって，ハイティのボルトプランス向け積出されたのである。このハイティ
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支惑支配人ピはホノレツシ L ーエ広が任命夜れた。引受人総会から業務器始まで

わずか半年しか察しなかった速さは，当時としてはなお築制に属する。

ずるように，ラインラ γ トにおける衡業会議所の新設が 1830年代にはいっ

てはじめて器可されたこととつき合わ仕ると， RWCに対するプロイ-l:::ン政

蔚のカの入れようは，それ自体RWCの早期解敷の一つの要期ではなかった

かと思わせるほどである。

ここでまWCの定款の3重要点きと確認しておこう O これは7蔀44条より

る。まず設立自釣 (31-3 2)は，もっぱらドイツの生産物，工業製品を蕗

イン人南北アメリカ p その誌の識外諸地域に岳己取引 (fUTeigene Rech. 

ロ立ng)，あるいは委託取引 (consignationsweise，mit oder ohne Vorschus， 

fur dritte Rechnun訟で輪出すること借り，会社存続期間は 1821年3}j

8釘より 20年惑とし，資本価値の 1/3を誠じた時は業務を停止し，解散する

こと〈きお， 資本金， 株式については (33-3 7)， 1株500ベノレジーン・

タ…ラーで2，000株まで発行し，払い込みに対して株券が交付されること，

配当は年4克と定められ，喪主当金はエノレバーフェルトのほかケノレン，ベルヲ

ン，ブランクフルト，ライブツィヒ，ハンブノレクでも支払われうること

(3 3)，会社組織については告ら-314)，株主総会は ブェノレ

トで関{寵されること (38)，総会はみ詰所在地に居住する 5名の株主より成

る取締役会(Directioめを選出し，さらに総会休会中に会社を代表する監査

設会 (DirectoriaIぬのを選出すること，後者は本Ji5所夜地より 12'"イ/レ以

る7名の株主より成り，亜麻…鵠一鯵ギー毛ー綿一鉄加工業¥

物襲造業，商業・金融業からそれぞれ1名ずつ選出されること〈S107，

における議決権行使は， 4株以下1議， 5株以上8株以下2乳 9株以上12株

i以下3票， 13株以上は4票たして，最高4禁までにとどめられるべきこと

(3 13)，経嘗管理については，会社業務は取締設会によって執行されるこ

と (314)，取締設会については (315-3 26)，取締設会したがって本

(Hauptcomptoir)は当分品ノレバーフェノレトに霊かれるべきこと (315)，取締

(Praside況のを濯し，会長は 3;か月毎に究代すること (317)， 
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取締役は各自 1人の代理 (Substitut)を株主の中から選び，非常の場合己を

代理せしめること (319)，遊休資金は王立プロイセン銀行に預託すべきこと

(3 22)，監査役会に 4ヵ月毎に事業経過を報告し，また事業計画を呈示して

協議すること (323， 3 31)，監査役に関しては (327-3 33)，総会休会

中は会社を代表し (327)，各自 1人の代理を置くこと (329)，総支配人

(Subdirector)については (324-3 36)，取締役会によって選出され，監査

役会によって承認を受けること (334)， 取締役会決定事項執行の権限が委

任され (319， 3 34)，年俸を受け一定の利益配分に与ること (335)，会

社経営一般については (337-3 44)， 海外のしかるべき取引中心地に支庖

(Comptoir)を設けること (337)，会社に委託される商品に，取締役会は現

金払いでの買付価格の半額を超えて前貸しを行うことはできず，またこのよ

うな前貸しに対して月 0.5%の利子を徴収すること，なお損傷しやすい，あ

るいは不適当な商品については前貸しを行わないこと (338)， 各支庖にお

いて委託商品および前貸しを含めて，資本金額の 1/6を超える額が会社勘定

として貸付けられることがないよう，取締役会は監督しなければならないこ

と情 39)，外国支屈はドイツ製品以外の商品を取り載ってはならず，毎年

取締役会に貸借対照表を送付し，また利益金を送金しなければならないこと

(3 40)，外国支庖の支配人は取締役会によって任命され，監査役会の承認を

受け，会社計算で行う業務以外の取引に関つてはならないこと (341)等が

定められている。

本庖の所在地が当分エルバーフェノレトとされ， 5人の取締役は当地に， 7人

の監査役はその周辺に居住することを義務づけられ，議決権行使も株主1人

あたり最大限4票に抑えられていることから，事実上ブッパータールを中心

とする旧ベルク公領およびマルク伯領，つまりライン河右岸域の工業中心地

の製品輸出の振興を RWCの設立目的としていたことは， まず疑う余地は

ない。定款で「祖国」の物産輸出を謡い，資金はプロイセン銀行に預託し，

ベルリーン，ライプツイヒ等でも配当金を受け取ることができるとしている

点は，プロイセン国王の認可を速かに取りつけるための方便に過ぎなかった
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と考えてよいだろう。

また RWC設立の中心人物はエルパーフェノレトおよびハンブルク出身の 3

人で、あったが，エルパーフェルトに較べて当時 4~5 倍の人口を抱え，やがて

RWCのもっとも重要な積出港として機能することにもなるハンフ守ルクに，

なぜ本屈が置かれなかったのかということは，検討に値いする問題である。

エルパーフェルトのアーダースは筆頭取締役に就任し，ハンブルク出身のベ

ッヒァーは有給の総支配人として経営管理に当り，同じくハンフツレク出身の

ホルツシューエは RWCの橋頭壁ともいうべきハイティ支庖支配人として赴

任した。この首脳人事はすで、にエルパーフェノレトとハンブ、ルクとの微妙な関

係を表現している。しかもアーダースは 1825年に病没し，ホルツシューエに

いたっては，早くも 1822年任地ポルトプランスで病死している。 3名の発起

人の中で最後まで RWC経営の任に当ったのはベッヒァ -1人であり，この

ことも「エルパーフェノレトの企業JRWCの早期解散につながっているので

はなし、かと考えられる。総じて， RWCはエルノミーフェルトーハンブルクー

ベノレリーンの徴妙な均衡の上にともかくも業務を開始したわけである〕。

RWCの活動はその輸出額の増減によって端的に表現されるが，第2表お

よび第1図に示されるように， 1821 年~25 年の発展期と， 26 年~31 年まで

の衰退期とに明瞭に二分されている。

1821年秋にハイティ向けに積出された商品は現地で良好な売行きを示し，

支庖開設も現地政府からただちに認可され，引き続き第二船，同じくハンブ

ルク籍船コンコルディア号がハンブ、ルクからポルトプランスに向けて出航し

た。このように順調なすべり出しではあったが， 1822年6月にはホルツシュ

ーエが熱帯病に倒れている。しかも同年12月16日の大火により支庖倉庫が

全焼し，これの保険金支払いをめぐって， RWCはオランダの保険会社数社

と長期にわたって法廷で争わなければならない事態に追いこまれた。すでに

多難な前途が予想される事件ではあった。
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とはいえ， 1822年のうちにメキシコのベラクル;えにも支俗が設けられ，

同…リンズ努が同地に向けてハンフ、ノレクから出航しているO すでに

18羽生手スペインから独立したメキシコ政府は，このドイツ商品の入荷を歓迎

し，ベラクルスばかりか首都にも支諮問設を認可した。 しかし 1823年メキ

シコ共和霞成立とともに持乱状鯨が発生し，ベラタノレスも砲撃され，

寵接の被害はなかったものの，以降不器な政治情勢のやで薮莞活動な続けて

L、かなければならないことになっ

とまれ概して妻子鵠な業務で創業;壌を乗り切ったこともあって， 1822年中に

810株が引受けられ， 23年末までには1，000

株はベストアァーレン分j長官プ汐ン・ブインケ

引受けられた。このうち40

プ口イセン悶玉がヲ

け，このほかブ日イセン議太子，息子も株主として名を連ねてL

初年度輸出額634，000Tlr.のうち泡己攻守l分は30仏000Tlr.ですでに委託

!分が上濁っていることが注Eされる。また復荷 Retourとして誌， ハイ

ティからはこ3…ヒー，メキシコからはスベイ るものであったが，

このほか車皮，原棉， コツニーノレ等があり， RWC 品EIの一つが

綿製品であったことを考えると，原揮を絵入し，綿麟物さと憲章出するというお

RWC の挙務!大i絡の中~:こ毒務会与されていることは詮 ËI すべき

ことであろう。

1824年も この年の中にさらに400株が引受けられた。また

新しい輸出品践とし し， ロブ ダンツィヒから

ブエノス・アイレス向けに，ブ戸イセ イーゼ・ビソレヘノレミ…ネ号で

シニL テティーンからi可じくブェノス・アイレス向けに積出されているO メキ

シコでは麻織物が良貯な売持ぎを訴し，ブエノス・アイレスにも支癌が開設

された。 1824年3A24日に開催された第2凶株主総会ではスイス・ネ…〆

ーラント産品の取扱いが法議され，これな受けてネー夕、いラント

としてH.D. Grev邑rusが， また好認な班麻製品輸出を受けてシ L レージニヰ

ン・ザクセ としてゲルl!ッツの G.Binderがそれぞれ さ

れたの
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1825年3}j14日に開催さ 3国株主総会では， ア…ダースが龍康上

の理由で取締役な辞缶いすでに死去しているブ汐ン・シャイプラーの後任

として監査役に横すべりしたが，かれもまたi青年中に病没したo RWC 

夏期に発起人のiやでも中心的役割を楽し， また筆頭取締設として経営さと指揮

したアーダース

るものであった。

したことは，以後のRWC

1825年末ハイティがプランスからの独立のf¥;後として特恵関税者ピ供与し

たとの報がはし、り季設経役会はハイティ市場における対仏競争せと鎖念して，

ポノレトプランス支屈の閣議室ピ決定した。ポルトプランス向けのチャーター揖

としては， I湾年アントベノレペンを白紙した英国籍船インデベンデント

後の霞である。

しかしこれより学く RWCはこの年より西海岸進出を決め， カ

ジク、母がハンブノレクを出航し，チヲのパ/レパライソ~;こ向かった。以降 1828 年

までに5隻のチャーター船がパノレパライソ舟けに積出しを行っている。この

ネーダ…ラン l、 し， iたずク-tcン，ベ…メ

として C.& E. Harkortがf.f命され，業務は抗大の一途さと辿っていった。

このような業績好調にともない， 1825年のうちに残余540株もヲi受けら

れ， RWC株には5%のプレミアムがつくまでになった。このため1825年8

月27日臨時株主総会が詔集され，倍額増資が決定された。新発行2，000株の

中1，000株は株主に客室面価格で割当てられ，これはただち られ

しかしここまでが娘撲であった。1826年初めはメキシコ貿易は順調であっ

たが，この年ブラジルとブエノス・アイレスとが戦争状態にはいり，ブ品ノ

ス・アイレ され，ハンブノレクで船讃みを行いブュノス・アイレス

に向かった英国籍船ニーナス号は，急、j皐モンテビデコ十に周航しなければなら

なかった。そしてこれさどもってプヰノス・アイレス向けの船議みは途絶えた

のである。部海岸のノミルパライソ，サγティアゴではある

ったが， リ吋では不調であった。業畿の悪化とともに株価も

ji;， 

いついに
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は額面を割るまでになった。この苦境を打開するため，総支配人ベッヒァー

は1827年取締役会の委任を受けてベルリーンに赴き，増資分の引受けを請

願した。国王はフォン・フインケ名義でさらに500株25，000Tlr.を引受け

ることを承諾したが，それはそれだけ会社経営に対するプロイセン政府介入

の余地を広げることにもなった。

1825年恐慌の影響は1827年にもなお残り， メキシコでも亜麻・絹製品の

売行きは鈍化した。ブ、エノス・アイレスでも対ブラジル戦争の続行で、不振で、

あり，西海岸では適当な復荷を見出しえなかった。前年初めて東アジア(シ

ンガポール，パタビア〉向けにデンマーク・ホルシュタイン籍船へレーネ・

テレーゼ号がハンブルクから出航したが，東インド市場もイギリス製品に抑

えられており， ドイツ製品の喰い込む余地は少かった。わずかに対ブラジノレ

貿易で，前年末プロイセンとハンザ諸都市がブラジノレと通商条約を結んで関

税が引下げられたため，砂糖を復荷とする取引拡大の見通しがついただけで

ある。 こうして 1827年の決算内容はさらに悪化し， 1828年9月6日の株主

総会では，資本価値がすでに20%減少していることが報告されたのである。

続く 1828，29年も不振であった。亜麻織物が良好な売行きを示したメキシ

コでも，スペイン軍隊の介入で経済的混乱が惹き起され， RWC支庖の売行

きは減少した。ブ、エノス・アイレスでも対ブラジル戦争は続行され，すでに

当地向け船積みが停止されていたばかりではなく，会社資産も対岸のモンテ

ビデオに移さざるをえなかった。 1829年に戦争は終結したものの，続いて内

乱が勃発し，景況の回復はついにみられなかった。さらに西海岸のリマでは

1828年3月に地震が発生し， この被害のため取引不能の状態に陥っている。

ブラジノレ，東アジアでも不振であった。このため1828/29年の収支は一層悪

化し，資本価値はすでに67.5%にまで減少していた。

1830年3月2日の株主総会で EwaldAdersが会社解散を提議したが，議

長ケーラー・ボクミュールは時期尚早として採決にいたらしめなかった。た

しかにメキシコにおいては業績回復が認められるようになってはいた。しか

し他地域ではおしなべて不振であり，この頃より RWCの輸出にとってのメ
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キシコ市場の重要性が浮彫りにされるようになってきた。 1831年1月15日

の株主総会では， X~ メキシコ輸出に照準を合わせて業務の集約化をはかるこ

とが決議された。しかしこの間にメキシコ駐在員のH.SchmidtはRWCか

ら離れ，独立経営を始めている。ブエノス・アイレスでも 1830年最終的に支

庖が閉鎖され， 支配人 Schmalingは現地で引続き仲介商人として活動して

いくことになった。

1831年7月取締役会は全株主に回状を回し，メキシコ貿易専門の新会社設

立の可否を問うた。すでに540株を所有し大株主となっていた国王を含めて

92人が賛意を表し， 73人が反対， 28人が保留と L、う反応であった。

1832年3月20日の株主総会で取締役会は資本価値が44%にまで落ち込ん

だことを明らかにして，解散を提議した。これは承認され，清算業務に移る

ことになった。

1833年7月10日の株主総会では，資本価値がさらに31%に減少したこと

が明らかにされた。この急減は少なからずメキシコにおける政治的混乱によ

るものであった。このため議長のフォン・カンプが新会社設立計画について質

した時L、かなる積極的発言もなく，フォン・カンプは取締役会の名をもって，

「われわれはこの計画がこれをもって放棄されたものとみなす」ことを宣言

したのである。すでに「ライン海外貿易会社JRheinisch-Ueberseeische 

Handels-GesellschaftとL、う商号も準備され，定款の大綱も作成されていた

新会社設立構想は，これをもって立ち消えとなった。

1835年4月14日の株主総会では，資本価値が 8%にまで落ちこんだこと

が明らかにされ，同年末には 5%の払戻しが行われ，さらに 1841年2%の払

戻しが行われた。そして 1843年9月2日の最後の株主総会で， 最後の払戻

しとして 1株当り 11.5Tlr.が同年10月1日ケーラー・ボクミュールの下

で支払われることが決定された。同時に最終的清算手続きの執行のため，

Simons Kohler， Gustav Blank， Adrian Kohlerの3人が清算人として選ば

れ，この日付をもって RWCは最終的に消滅した。
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担

以上RWC してきたが，きわめて興味深いことは 1825

年恐慌のたった一回の打撃からついに主ち護れなかったということである。

ベヅクマンは破綻の嬰国として， 1825年恐慌の外に，中南米での政治的不安

南米関海岸での不振，東アジア市場の域大評価，外交体制の未成熟，総

ッヒァ…の経営的失致，メキシコ支!苫支配人の人濃の失敗， ドイツ

製品の粗悪性，安易な援託販予告の拡大，取引範閣の過度の主主大等者f挙げて，

もし出来の北米市場とメキシロだけに取軒先惑と援定していたら，あればど早

く解散する必婆誌なかったであろう， と結論している〉。

このような観方は， RWCの存競がドイツの工業資本の ましいと

いう前擬に立っちのである。しかしRWCの害統が，少なくともプッパータ

ール会中心とするラインラントベストブアーレンの工業資本にとって，蒸し

ましいものであったか苔かは問題で、あるといわなければならぬo RWC 

の経営分析は，まずこの点から吟味し直されなければならない。そこでベッ

クマンが締録として揚げている経数鎮を利用して， この裁提の妥さ当性を検

してみよう。

1821年から 1831年までの開にRWCによって輸出された錨額の品百万三統

1-1衰の通りで芸ちるが， これそ仕入地望号，品目別にそれぞれ講成比を

してみると第1-2表のようになる。品問別比率では翠麻製品が際立って

く， これだけで41.4%を点め，ついで羊毛一，最高一，絹製品の11員で，これら

繊維製品だけで総出総額の80.8%を出める。これに次ぐのが鉄・鋼製品で

5.8%，陶器，ガラス器の4.4%である。定款で監査役の選出母体とし

められている 7業舗の中，工請を諮問に属するのは6業種であるが，その中金

総 Quincai11erie-W aare廷の占める比率は0.8%に過ぎない。また絢・ガラ

ス器はニヰスターライヒ・ベーメン， パイニ叫レ γだけで76.1%を占め極端な

地域的錨符をみせるが， しかしこの両仕入地とも，輪出総額の仕入地民比率

ではそれぞれ3.0%，2.8%と無視するに足る低率に留まっている。J;J、上の
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第 1-1表

プロ イセン ザタセン王国， ハノー 77-，バイエノレン王 ビュノレテンベ クーアヘッセ ラインヘッセ パーデン ブラウンシュ デンマーク・ 自由都市 エスターライ スイス， ネーダーラン 計

ラインチH，マル プロイセン東ジ 諸侯国 ベーザ一地域 国 ノレク王国 ン ン，ナサウ バイク ホノレシュタイ ヒ，ベーメン フランス ト
!J.ベスト 部，シユレー ン
ファーレン エン，ザPセン

1亜麻製品 260，144 2，213，947 469，180 156，357 57，534 25，000 40，065 15，692 15，380 34，620 3，287，919 1 

2羊毛製品 343，089 674，188 236，719 16，740 2，000 3，330 1，220 600 259，360 1，537，246 2 

3 綿 製 ロEロ3 205，301 48，606 598，876 12，557 800 1，500 1，450 64，888 1，280 935，258 3 

4 絹・半絹製品 585，240 3，500 16，810 400 2，000 7，250 34，211 649，411 4 

5 鉄・鋼・金属製品 434，851 433 39 3，628 350 660 4，470 19，540 463，971 5 

6 金 . 銀糸 9，500 947 200 10，647 6 

7 武 器 14，330 7，835 2，000 400 112，310 136，875 7 

8 金物，宝石細工 22，401 4，400 7，800 11，757 650 150 11，150 1，080 2，600 61，988 8 

9各種時計 3，090 1，320 2，400 200 12，219 9，850 29，079 9 

10皮革製品 21，745 7，220 3，740 2，200 450 2，000 37，355 10 

11 帽子，煙草 5，500 4，200 1，500 400 6，300 4，800 6，900 29，600 11 

12 紙，紙製品，書籍 29，970 433 2，160 10，300 13，420 900 9，421 66，604 12 

13 楽 器 16，320 6，360 5，110 1，070 6，580 2，637 2，600 1，000 6，488 48，165 13 

14 陶器・ガラス器 4，370 4，500 48，230 10，300 82，902 11，708 1，200 180，909 2，200 346，319 14 

15 精油，ワイン，
ジン等 18，442 810 1，260 250 402 18，135 402 9，970 6，500 1，055 57，226 15 

16 小麦粉，小麦 29，590 12，020 4，310 45，920 16 

17 保存食品，塩漬肉 3，100 2，280 5，380 17 

18 機 17，800 95 17，895 18 

19 そ の 他 3，897 6.431 18，471 3，010 18，484 2，960 10，748 2，350 300 37，084 4，146 4，217 112，098 19 

20 亜 鉛 1，800 1，700 3，500 20 

21 鉄，鋼，北方物産 354 6.400 12，430 36，239 1，500 56，923 21 

22 言十 1，951，434 3，040，478 1，428，575 169.917 225，851 33，040 74，905 39.200 31，510 2，580 40，520 104，104 236，074 125，384 435，807 7，939，379 22 

単位 Pr. Ct. Taler， A. Beckrnann， a. a. 0.， S. 104-105 
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第 1-2表

フロ イセン ザクセン王国， ハノーファー， バイエノレン王 ビュノレテンへ クーアヘッセ ラインヘッセ バーデン 7'ラウンシュ デンマーク・ 自由都市 エスターライ スイス， ネーダーラン 計

ライン州，マノレ プロイセン東シ
諸侯国 ベーザ一地域 国 ノレク王国 ン ン，ナサウ パイク ホノレシュタイ ヒ，ベーメン フランス ト

ク，ベスト 部，シユレー ン
ファーレン エン，ザタセン

1亜麻製品 13.3 72.8 32.8 92.0 25.5 75.7 53.5 6.7 12.3 7.9 41.4 1 7.9 67.3 14.3 4.8 1.8 0.8 1.2 0.5 0.5 1.1 100.0 

2羊毛製品 17.6 22.2 16.6 7.4 6.1 4.5 3.1 0.3 59.5 19.4 2 22.3 43.9 15.4 1.1 0.1 0.2 0.1 0.0 16.9 100.0 

3 綿 製 口仁ロ3 10.5 1.6 41.9 5.6 2.4 2.0 1.4 51.8 0.3 11.8 3 22.0 5.2 64.0 1.3 0.1 0.2 0.2 6.9 0.1 100.0 

4 絹・半絹製品 30.0 0.1 1.2 0.5 1.9 3.1 27.3 8.2 4 90.1 0.5 2.6 0.1 0.3 1.1 5.3 100.0 

5 鉄・鋼・金属製品 22.3 0.0 0.0 1.6 0.5 1.7 1.9 4.5 5.8 5 93.7 0.1 0.0 0.8 0.1 0.1 1.0 4.2 100.0 

6 金 . 銀糸 0.7 0.4 0.1 0.1 6 89.2 8.9 1.9 100.0 

7 武 器 0.7 0.6 0.9 1.0 25.8 1.7 7 10.5 5.7 { 1.5 0.3 82.1 100.0 

8 金物，宝石細工 1.2 0.1 0.6 5.2 2.0 0.4 35.4 41.9 1.1 0.8 8 36.1 7.1 12.6 19.0 1.1 0.2 18.0 1.7 4.2 100.0 

9各種時計 1.4 4.0 7.6 0.2 5.2 7.9 0.4 9 10.6 4.5 8.3 0.7 42.0 33.9 100.0 

10皮草製品 1.1 0.2 0.3 6.7 1.2 4.9 0.5 10 58.2 19.3 10.0 5.9 1.2 5.4 100.0 

11 帽子，煙草 0.3 0.1 0.1 0.2 8.4 12.2 6.6 0.4 11 18.6 14.2 5.1 1.4 21.3 16.2 23.3 100.0 

12 紙，紙製品，書籍 1.5 0.0 0.2 4.6 17.9 2.9 9.1 0.8 12 45.0 0.7 3.2 15.5 20.2 1.4 14.1 100.0 

13 楽 器 0.5 0.5 2.3 3.2 8.8 6.7 8.3 2.5 2.8 0.6 13 33.9 13.2 10.6 2.2 13.7 5.5 5.4 2.1 13.5 100.0 

14 陶器，ガラス器 0.2 0.2 3.4 6.1 36.7 37.2 46.5 76.6 0.5 4.4 14 1.3 1.3 13.9 3.0 23.9 3.4 0.4 52.2 一 0.6 100.0 
15 精油，ワイン， 1.0 0.0 0.1 0.2 0.2 46.3 1.3 24.6 6.2 0.8 0.7 15 ジン等 32.2 1.4 2.2 0.4 0.7 31. 7 0.7 17.4 11.4 1.8 100.0 

16 小麦粉，小麦 1.0 29.7 4.1 0.6 16 64.4 26.2 9.4 100.0 

17 保存食品，塩漬肉 7.7 0.5 0.1 17 57.6 42.4 100.0 

18 虫色 0.6 0.0 0.2 18 99.5 0.5 100.0 

19 そ の 他 0.2 0.2 1.3 1.8 8.2 4.0 27.4 7.5 11.6 35.6 1.8 1.0 1.4 19 3.5 5.7 16.5 2.7 16.5 2.6 9.6 2.1 0.3 33.1 3.7 3.8 100.0 

20 亜 鉛 0.1 0.1 0.0 20 51.4 48.6 100.0 

21 鉄，鋼，北方物産 0.0 0.2 30.7 34.8 0.6 0.7 21 0.6 11.2 21.8 63.7 2.6 100.0 

22 言十 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 22 24.6 38.3 18.0 2.1 2.8 0.4 0.9 0.5 0.4 0.0 0.5 1.3 3.0 1.6 5.5 100.0 

各欄左側の数値は仕入地毎の品目別構成比，右側の数値は品目毎の仕入地別構成比
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ことから繊維製品と鉄・鋼製品とが， とりわけ前者がRWCのもっとも重要

な取扱商品だったといってよい。

また仕入地別比率をみると，プロイセン東部諸州が38.3%で首位に立ち，

プロイセン西部uト|が 24.6%でこれに次ぎ，プロイセ γだけで62.9%を占
める。これに3位のザクセン諸国を加えると 80.9%，4位のネーダーラ γ ト

を加えると 86.5%に達する。RWCはたしかに全ドイツばかりか周辺諸国の

製品までも取扱ってはいるものの，主な仕入地はプロイセンとザ、クセン，そ

れにせいぜ、いネーダーラントに集中していた。すなわち，プロイセン東部と

ザクセンを合わせたドイツ中・東部とラインラント，ベストファーレン・ネ

ーダーラントを合わせた西部との両工業的中心地の繊維製品と金属製品とを

中南米市場に輸出することに，その業務の重点を置いていたということにな

ろう。

ところで最重要商品の亜麻製品についてみると，プロイセン東部諸州だけ

で67.3%を占め，これにザクセソを加えると 81.6%に達する。またプロイ

セン東部だけについてみると，亜麻製品は総輸出額の72.8%を占め，これに

羊毛製品を合わせると 95%という高率を示す。羊毛製品についても，プロイ

セン東部だけで43.9%を輸出しており，亜麻製品ほどではないにしても，仕

入地としてのプロイセン東部の比重はきわめて大きい。これに対して仕入地

別では全体として第二位のプロイセ γ西部は，出荷総額の中で絹・半絹製品

が30.0%，金属製品が22.3%でー，二位を占め，これに羊毛一，亜麻一，綿

製品の}I買序で続き，以上5品目だけで93.7%を占めている。ここでも特定品

目への集中は激しいが，プロイセ γ東部と較べると均衡のとれた品目構成に

なっている。しかしこの5品目の対全国比をみると，絹・半絹製品で90.1%， 

金属製品で93.7%というプロイセン東部の亜麻製品以上の地域的偏侍を示

している。これに対して羊毛製品は 22.3%でプロイセン東部に次ぎ， ネー

ダーラントの 16.9%，ザクセンの 15.4%を上回っているが，亜麻製品では

7.9%とザクセンの 14.3%を下回っている。綿製品は22.0%の比率を示す

が，ザ、クセンの64.0%には及ぶべくもない。またザクセンについてみれば，
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綿製品41.9%， 亜麻製品32.8%でこの両品目だけで74.7%を占める。ネ

ー夕、、ーラントは羊毛製品だけで59.5%を占め，これに武器の 25.8%を加え

ると 85.3%という高率を占める。

こうしてみると，主要5品目の仕入地はそれぞれ特定の地域に偏っている

ことがわかるが，羊毛製品はそれでも分散度が比較的高し、。結局プロイセン

東部の亜麻製品，ザクセンの綿製品，プロイセン西部の絹・半絹製品及び金

属製品が各地域の代表的商品として浮かび上ってくる。この場合極端な地域

的偏侍を示す金属製品を別にすれば，これら繊維製品は相互に補完関係に立

っと同時に，かなりの程度まで代替関係にも立ちうる商品群である。このこ

とはとりもなおさず，中南米市場をめぐってプロイセン東部の亜麻織業者，

西部の絹・半絹業者，それにザクセンの綿織業者が「ドイツ」輸出工業振興

の旗の下に，実は;験烈な競争を展開していたことを示唆するものである。

ところで，ラインラント・ベストファーレンの工業家たちは，建前として

は地域的利益の主張は控え， 1祖国」の利益を謡L、上げざるをえなかったとし

ても， RWCのこのような実績は，恐慌のあおりをくった活動低下は言うま

でもないとして，果してかれらにとって満足のいくものであったのだろう

か。少なくともプロイセン東部産亜麻製品の取扱比率の異常ともいえる高

さ，これにザクセンの綿製品を加えるならばドイツ中・東部の比重はさらに

増大するのであるが，このような品目構成がかれらにとって歓迎すべきこと

であったとは考えにくい。

ここで主要5品目の年度別取扱比率の変化を追ってみよう。第2表および

第1図上段で示されるように， RWCの業績は輸出価額の変動に如実に示さ

れているが，主要5品目の年度別取扱比率はそれぞれ独自の変動を示してい

る。とりわけ興味深いことは， 第1図下段から明らかなように羊毛， 絹・

半絹一，金属製品と亜麻一，綿製品との両商品群が対照的な動きをみせている

ばかりでなく， 前者の最高値と後者の最低値がともに 1826年に記録され，

輸出総額がピークに達した 1825年とは時差が生じていることである。 とま

れ，絹・半絹製品と亜麻一，綿製品との動きがもっとも鋭い対照をなしている
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第 2 表

1821/22 1823 1824 1825 1826 1827/28 1828129 1830 1831 計

1亜麻製品 331，430 409，350 457，560 578，400 295，360 286，470 462，020 268，393 199，936 3，287，919 
52.3 58.2 48.3 33.3 21.8 34.9 54.3 56.9 48.1 41.4 

2 羊毛製品 89.100 52，150 163，590 430，470 386，490 159，400 901 ，O70 88，382 77，594 1，537，246 
14.1 7.4 17.3 24.8 28.5' 19.4 0.6 18.7 18.7 19.4 

3 綿 製 品
122，540 159，110 130，900 185，950 95，000 73，470 1271 ，O43 32，589 8，656 935，258 
19.3 22.6 13.8 10.7 7.0 9.0 4.9 6.9 2.1 11.8 

4 絹・半絹製品 12，630 33，570 40，390 154，380 223，530 44，090 34，473 23，859 82，489 649，411 
2.0 4.8 4.3 8.9 16.5 5.4 4.1 5.1 19.8 8.2 

5 鉄・鋼・金属製品 28，500 16，400 29，140 48，490 105，670 123，010 69，962 22，057 20，742 463，971 
4.5 2.3 3.1 2.8 7.8 15.0 8.2 4.7 5.0 5.8 

6 金 銀糸 10，100 490 57 10，647 . 
0.8 0.1 0.0 0.1 

7 武 器 115，280 7，520 10，630 1，669 1，776 136，875 
6.6 0.5 1.3 0.2 0.4 1.7 

8 金物，宝石細工 10，600 4，100 15，290 16，300 7，210 550 2，437 5，501 61，988 
1.7 0.6 1.6 0.9 0.5 0.1 0.3 1.2 0.8 

9 各種時計 5，310 14，490 6，100 3，179 29，079 
0.3 1.1 0.7 0.4 0.4 

10皮革製品 8，900 3，000 4，480 12，570 5，650 810 1，945 37，355 
1.4 0.4 0.5 0.7 0.4 0.1 0.2 0.5 

11帽子，煙草 3，050 5，350 3，970 11，760 3，770 1，700 29，600 
0.5 0.8 0.4 0.7 0.3 0.2 0.4 

12 紙，紙製品等 1，850 3，100 5，230 20，470 24，350 4，380 4，754 2，470 66，604 
0.3 0.4 0.6 1.2 1.8 0.5 0.6 0.5 0.8 

13 楽 器 1，850 4，840 15，310 14，100 4，400 2，158 5，130 377 48，165 
0.3 0.5 0.9 1.0 0.5 0.3 1.1 0.1 0.6 

14 陶器，ガラス器 11，000 11，150 37，720 79，630 70，600 62，570 44，363 5，574 23，712 346，319 
1.7・ 1.6 4.0 4.6 5.2 7.6 5.2 1.2 5.7 4.4 

15 ち海ワイ γ， 4，400 2，300 5，970 12，330 24，500 5，250 1，141 1，335 57，226 
0.7 0.3 0.6 0.7 1.8 0.6 0.1 0.3 0.7 

16 小麦粉，小麦 1，800 26，360 1，340 16，420 45，920 
0.3 2.8 0.1 2.0 0.6 

17 保存食品，塩漬肉 3，100 2，280 5，380 
0.2 0.3 0.1 

lB 弾亀 17，700 100 95 17，895 
1.3 0.0 0.0 0.2 

19 そ の 他
10，000 770 22，680 27，010 14，440 13，210 6，321 16.410 1，257 112，098 
1.6 0.1 2.4 1.6 1.1 1.6 0.7 3.5 0.3 1.4 

20 亜 鉛 3，500 3，500 
0.3 0.0 

21 鉄，鋼，北方物産 24，200 26，300 5，970 453 56，923 
1.4 1.9 0.7 0.1 0.7 

22 計
634.000 704，000 948，120 1，737，860 1，354，720 821，300 851， 140 472.141 416，098 7，939，379 
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

各欄上段の数値は実数値 単位 Pr.Ct. Taler.下段の数値は品目別構成比。なおベックマンは 1826年の輸出総額を 1，554，720Tlrと

しているがこれは計算間違いである。 A.Beckmann， a. a. 0.， S. 103
0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 



ライン西インド会社の難破渡辺

第 1図

第 l 図

万ターラー

180 

160 

140 

120 

100 

80 

60 

40 

60% 
品目別取扱比寧

-mw o
 
m
 

9
 

0
0
 
2
 
no -8
 
2
 
/
 

今】。。
ハ
b2
 
8
 5

 
位

4
 
2
 
8
 q

d
 
2
 

0
0
 

2
 
2
 
/
 
幻

233 (233) 



234 (234) 経済学研究第30巻第1号

ことは示唆的である。

以上のことは両商品群が競合関係に立っていたことを明瞭に示している。

しかも 1826年以降RWCの輸出額が急減してし、く過程で，亜麻一，綿製品と

は逆に絹・半絹製品の取扱比率が低下していったことは， RWCの存在価値

がラインラント・ベストファーレ γの工業家たちにとってより急激に失われ

始めたことを窺わせるものである。

このことは第3表に示されるように，委託取引の急激な落ちこみによって

も確かめられる。これは 1820年代の後半，西部の工業家たちが輸出機関と

してのRWCの役割に，疑問を抱きはじめたことを物語っているのではない

か。またそのこと自体が， RWCの存在価値を一層減少させていったのでは

ないだろうか。

プロイ七ン国王がメキシコ貿易専門の新会社の設立に積極的であったこと

を考え合わせると， RWCがこのような性格の企業であるかぎり，西部の絹・

第 3表

仕 向 地 自己取引!委託取引| 言十

163，000 108，500 271，500 

ブ、エノス・アイレス 56，000 84，000 140，000 
1827. 2. 1~ チリベルー
1828. 7.31 127，000 138，000 265，000 

その他(アメリカ) 64，000 20，000 84，000 

東インド 17，000 44，000 61，000 

計 821，500 

248，700 144，000 392，700 

ブ‘エノス・アイレス 62，300 61，200 123，500 
1828. 8. 1~ 
1830. 1. 31 チリ，ペルー 168，500 82，200 250，700 

その他(アメリカ〉 44，240 40，000 84，240 

東イ γ ド

E十 851，140 

単位 Pr. Ct. Taler. 1827/28の輸出総額は第2表の数値と一致しない。
A. Beckmann， a. a. 0.， S. 108. 
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半絹工業を利する以上に東部のE麻工業，中部の綿工業を利する結果になら

ざるをえないとの，つまりライン西インド会社が実質的には「エノレベ西イン

ド会社」として機能せざるをえないとの危倶を西部の工業家たちに持たせる

ような事情が働いていたことは，十分考えられることである。またこのよう

な認識に立った時，かれらは株主としての判断よりも荷主としてのそれを優

先させ， RWCの存続そのもの， したがって新会社の設立にも否定的な態度

に傾いていったのではないか。

この推論は， RWCの存続にとって 1825年恐慌がどこまで致命的打撃にな

りえたのか， という疑問にも連なる。輸出額急減の中で次第にメキシコ市場

に照準が合わされ，会社の自己計算による買付量が相対的に増大するにつれ

て，亜麻製品の取扱比率も急速に回復する。それは結果的に亜麻製品の需要

が回復したというよりも，輸出品目構成の中で亜麻製品の比率を高めざるを

えないような内部的圧力が働いた結果ではないのか。定款によって大株主プ

ロイセン国王の議決権は4票に制限されていたとはいえ， RWC自体が国王

の認可によって存立している以上，経営戦略の意志決定過程において政府が

何らかの影響力を行使しなかったとは考えにくい。逆に西部の工業家たち

が，この会社の存続がいたずらに中・東部，すなわち己の競争相手を利する

結果に終ることを認識した時，経営環境の変化を利用して，つまりベルギー

独立 (1830年)，ライン航行条約締結 (1831年)，そしてエノレバーフェルト商

業会議所設立 0831年〉等の新しい状況を生かしながら，より適合的な形で

輸出機構を構築していこうとの選択を行ったとしても，むしろ当然というべ

きであろう。ライン西インド会社の難破は，ドイツ工業一般の脆弱性よりも，

ドイツ西部と東部との構造的対立にこそまず求められるべきではなかろう

か，というのが本ノートのさしあたり、の小括である。

1) 筆者稿 fBrugelmann工場とドイツ産業革命J~社会経済史学Jl 36巻6号， 1971年

所収。

2) RWCについて基本的文献としては AugustBeckmann， Die Rheinisch-Westin-

dische Kompagnie; ihr Wirken und ihre Bedeutung， 1915.および H.-J.Oehm，

Die Rheinisch-Westindische Kompagnie， Neustadt a. d. Aisch 1968. Bergische 
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Forschungen， Bd. VII.があげられるが，本稿執筆までに後者を入手するととができ

なかった。したがって以下の叙述はもっぱら前者に依拠したものである。紙数の制約

上，ベックマンの引用注記は特別の場合をのぞいて省略する。なお同時代文献として

は， Albert Franz Jocher， Die Handelsschule. Real-Encyklopadie der Handels-

wissenschaften， Bd. 3， Quedlinburg u. Leipzig 1835， S. 327-339にRWCにつ

いてのかなり詳細な記述があり，ベックマン蓄には該粋しか載っていない定款の全文

が収録されている。したがって定款の紹介の際は乙れに拠った。

3) アーダースの略伝については， Gerhart Werner， Aders， in NDB. Bd. 1， S. 66. 

を参照。

の その内訳はエノレパーフェルト 13人，パルメン 11人，シュベルム 8人，パルト 3人，
レムシャイト 2人， ロンスド、ルフ 2人，ライト 2人， グラートノミハ 1人，ハーゲツ 1

人， ランゲ‘ンベノレク 1人である。 A.Beckmann， a. a. 0.， S. 7. 

5) 取締役に選ばれたのはアー夕、、ースの外， Abraham Troost， Joh. Christian Jung， 

Balentin Heilmann， Peter Winkelmannである。 A.Beckmann， a. a. 0.， S. 15. 

6) 監査役に選ばれたのは， Joh. Casp. Engels， Gerh. von Carnap， Joh. Pet. Cam-

permann (パルメン)， Friedr， v. Scheibler， Heinr. Schmidt sen. (イザローン)，

Josua Hasenc1ever (レムシャイト)， August Sternenberg (シュベノレム〉である。

A. Beckmann， a. a. 0.， S. 15. 

7) A. F. Jocher， a. a. 0.， S. 477. 

8) すでに 18世紀のうちに，シュレージエン オーダー河一運河ーエルベ河ーハンブ

ノレクという物流ノレートが形成され，プロイセンの貿易にとってハンフ、ルクがもっとも

重要な位置を占めるbこいたったことについては，高橋清四郎『ドイツ商業史研究』お

茶の水書房， 1977年のきわめて示唆に富む行論を参照。

9) A. F. Jocher， a. a. 0.， S. 338. 

10) A. Beckmann， a. a. 0.， S. 94-98. 

11) ネーダーラント，すなわち後のベルギーの毛織物の比率が小さくないことは，用船，

海上火災保険，積出港(アγトベルベン〉等でRWCがネーダーラントに大きく依存

しなければならなかった代償と考えるべきであろう。しかしそれはライン毛織物業に

とっては，きわめて不利な条件となったはずである。

12) 当時の半絹製品が絹綿交織であり，綿製品と事実上区別することが困難であった乙

とは，筆者稿， Die Wuppertaler Unternehmer in den Dreisiger Jahren des 

19. Jahrhunderts in: Hokudai Economic Papers， Vol. 3， 1972/73を参照。また

シュレージエン産輸出麻織物の主要品目といわれる Platil1asが，綿を素材として含

んでいなかったかという点検も，なお残された課題である。 A.Beckmann， a. a. 0.， 

S.63.ドイツ各地の綿織業者が亜麻あるいは絹との交織によって製品差別化を行って

いたことは，当時の特徴的な事情だからである。
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13) プッパーターノレでも RWCに対して何人かの有力な業者は当初から否定的態度をと

り(たとえば Frowein)，独自の販売組織をつくり上げていった。 WolfgangHoth， 

Di邑Industrialisierungeiner rheinisch邑nGewerbestadt-dargestellt am Beispiel 

Wuppertal， Koln 1975， S. 122.またかの FriedrichHarkortが異った立場からで

はあるが， 1833年に公表した論文の中でRWCを批判している。 MartinSchuma. 

cher， Auslandsreisen deutscher Unternehmer 1750-1851 unter besonderer 

Berucksichtigung von Rheinland und Westfalen， Koln 1968， S. 145. 

14) ブッパータール工業製品の輸出にとって会議所設立は画期的意義を持っていた。

W. Hoth， a. a. 0.， S. 123.会議所がある意味ではRWCの，ブッパータール工業にと

ってより適合的な後身とみなされうることは，たとえば， RWCのプッパータールに

居住する初代取締役，監査役7人(すでに死去した2人をのぞ、く〉のうち 3人が会議

所の初代議員ないし議員代理に選出されていることからしてもいえることである。

lndustrie-und Handelskammer Wuppertal 1831-1956， S. 21. 

15) RWCでの経験を生かして， RWC解散後も中南米貿易に携った者の例として，メキ

シコ支広支配人であったシュミットやプエノス・アイレス支店支配人であったシュマ

ーリングの例をベックマソは挙げているが，もっとも重要なのはレムシャイト出身で

鉄・銅製品担当監査役を勤めたヨシュア・ハーゼγクレーパーの例であろう。かれは

ドイツ製品の南米市場開拓に巨大な足跡を残した者として，経営史的分析の本格的対

象に加えられるべき一人であるが，さしあたり AdolfHasenclever， Josua Hasen-

clev巴r(1783-1853) in: Rheir出ch-Westfalische Wirtschaftsbiographien， Bd. 

1， Munster 1932， S. 373-391.を参照。

附記

歴史研究にとって地理的感覚が不可欠のものであることをお教え下さった大爺栄一教

授に，深い感謝を乙めて乙の拙いノートを捧げます。
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